
専門サービス部会長報告 
 

１．会議名：部会員交流会 
 
２．日 時：２０２２年１２月１６日（金）１７:００～１９:３０ 
 
３．場 所：イヤタカ  
 
４．出席者：部会員等２１名 
 
５．懇 談：テーマ「秋田のプロスポーツチームの取組み」 
      ゲスト① 秋田ノーザンハピネッツ株式会社 

代表取締役社長 水野 勇気 氏 

      ゲスト② 株式会社ブラウブリッツ秋田 
           代表取締役社長 岩瀬 浩介 氏   
６．交流・懇談会 
 

 



 
 

◆企業概要 

・秋田に永続し、秋田のかけがえのない存在となるクラブを目指し、 

2009年に設立、今年で 15期目を迎える。 

・３つの企業理念 

「ハピネッツプライド」県民に元気・勇気・希望を与える 

「アリーナ・エンタティメント」最高の喜び・満足・ワクワクを提供 

「オラホイズム」秋田を発信し地域密着を大事にする 

◆SDGS活動 

・超少子高齢化の秋田の課題を解決するため、子供から大人までスポー

ツに親しめるカデミー事業、ぺットボトル回収等の地域活動、子ども

食堂の運営をしている。 

◆アリーナ構想 

・2026年に始まる新Ｂ１リーグの参入基準は、平均観客数 4,000人、年

間売上 12億円、アリーナ（５千人以上収容）の設置である。 

懇談 秋田ノーザンハピネッツの活動について 



・アリーナの用途は、バスケ以外にも県内で活躍するバドミントンやバ

レーボールのリーグ戦の他、これまで誘致できなかった大規模コンサ

ート、メッセ、コンベンションなど幅広い。 

・集客８千人規模で東北唯一のアリーナが実現できれば、経済効果は年

２０億円と試算されている。 

・秋田に経済波及効果をもたらし、県民に夢を与えるアリーナの実現に

向けて活動していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

◆企業概要 

・スポーツを通じた街づくり・人づくり・夢づくりを経営理念に 2009   

 年 9月に設立、2017・2020年Ｊ３で優勝し、現在Ｊ２に所属 

・「誠実・献身」、「躍動」、「粘り強さ」、「挑戦」をクラブ理念とし、秋

田の歴史や文化を大事に活動している。 

◆地元のスター育成 

・Ｕ１５の育成が立ち上げから 11 年経過、大学を卒業後プロになり秋

田で活躍している。地元出身の選手の活躍は歓声も大きく、地域の活

性化に繋がる。 

・学校の部活動が地域移行されることに対応するため、バレーボールス

クールを開校、子供の可能性を広げ長期的な育成を目指す。 

◆スタジアム整備 

・Ｊ１参入を目指し、新スタジアム構想を表明した。現在秋田市で外旭

懇談 ブラウブリッツ秋田の活動について 



川地区のまちづくりの一つとして検討されている。 

・スタジアムを可動式のピッチにすることで、部活動での利用や防災 

拠点の役目も担え、全天候型により冬場の運動も可能となる。 

・資金は企業版ふるさと納税やクラウドファンディング、募金箱を設 

置するなど、県民の皆様から協力いただきたい。 

・子ども達が県外に出なくても、秋田で夢を叶えたいと思えるスタジ  

アムを目指す。 

  


